
管理課長　植田　誠司

院内保育所で
ＢＬＳ研修を行いました！！

あゆみ園   園長　久保　美恵子

救命救急の講習を終えて

先日、院内保育所（あゆみ園）で、当院の原田呼
吸器外科部長、看護部の岡崎看護師（２病棟）、松本
看護師（２病棟）により、ＢＬＳ（Basic Life Support）研修
を開催していただきました。これからプール活動のシーズ
ンを迎え、東広島市からも保育士の救命救急講習等の
機会を設けるように依頼があり、この度の研修実施とな
りました。

保育士の皆さんも真剣な表情で、昔の記憶を思い
浮かべながら、楽しく受講されていました。
講師の先生方に紙面をお借りして御礼申し上げま
す、ありがとうございました。
久保園長先生に受講の感想を寄稿していただきまし
たのでご紹介します。

７月１日（金）に呼吸器外科部長の原田ＤｒとＢＬＳ
インストラクターの岡崎さん、松本さんを講師にあゆみ
園にて「救急救命処置」講習会をしていただきました。
岡崎さん、松本さんは以前自分のお子様をあゆみ

園に預けておられたということもあり、親近感をもって
お話を聞かせてもらうことが出来ました。
今までに、心肺蘇生の講習を何度か受けた事があっ

たので今までのことを思い出しながら講習を受けまし
た。乳児と小児の定義から始まり、人形とＡＥＤを使
いポイントを押さえながら救命救急の手順を確認するこ
とが出来ました。心臓マッサージでは思っていた以上
に強い力が必要でリズムも速かったので少し驚きまし
た。もし自分の目の前で、子ども達に何か起こってしまっ
た時、勇気をもって冷静に行動する為には、練習を重
ねたり繰り返しの講習を受けたりしながら自分に自信を
持つことが大切であり、いざという時に本当に対応で
きるようにしておきたいと思います。
また日常どこにでも起こりうる誤嚥と窒息への処置と

して、ハイムリック法や乳児に対する背部殴打法・胸
部突き上げ法についても人形を使いながら教えて頂き
ました。
私達保育士は、常に子ども達の命と向き合っている

という事を自覚はしておりますがこうして講習を受けるこ
とにより、改めて気持ちを強めることが出来ました。

これから保育園ではプール遊びが始まります。子ども
達にとってはとても楽しい遊びとなりますが、これには
危険が伴うということを常に頭に入れて保育をしていき
たいと思います。
レジメの終わりに、『このあゆみ園が、今後とも子ど
も達にとって、そして私達院内の職員にとっての大切な
場所であり続けることを願っています。』と締めくくられ
ていました。
これを書いて下さった想いに、私達あゆみ園の職員
も一丸となって、皆さんに安心して預けてもらえる保育
園にしていかなければいけないと思います。
限られた短い時間ではありましたが、とても大切な
講習を受けることが出来ました。この講習を定期的に
行ってもらえるよう望みたいです。
貴重な時間をありがとうございました。

日本呼吸器学会に参加して

初期臨床研修医2年目の手島由梨乃と申します。こ
の度、第60回日本肺癌学会中国・四国支部学術集
会で発表させていただきましたので報告いたします。
私が発表しましたのは、病理組織学的にも肺原発か
転移か鑑別が困難であった、膵癌と食道癌治療後の
肺腫瘍切除例です。膵癌や食道癌の肺転移は多発す
ることが多く手術適応となる症例が少ないため、有用な
症例報告が出来たように思います。コロナ禍でこれまで
の学会発表は全てオンラインであったため、今回現地
で発表することができ貴重な経験となりました。

最後に、この演題発表にあたり終始熱心に指導して
下さった呼吸器外科部長の原田洋明先生、共同演者
の呼吸器外科・呼吸器内科・放射線科・病理診断
科の先生方に、この場をお借りして改めて御礼申し上
げたいと思います。ありがとうございました。

初期臨床研修医2年目　福本　由美香

2022年7月に山口県で第66回日本呼吸器学会中
国・四国地方会が開催されました。私は、「IgG4関連
疾患に合併した肺腺癌の一切除例」という演題で発表
させていただきました。
本症例はIgG4関連疾患と肺腺癌が合併しており、
両者の関連性について、過去の文献を検索し、その症
例との類似点などを踏まえつつ考察致しました。
本地方会は現地とオンラインのハイブリッド開催
で、私は現地で発表致しました。学会発表は初めてで
あり緊張しましたが、優秀演題賞を頂き非常に嬉しく

思います。
最後になりましたが、今回御指導いただきました呼
吸器外科　原田先生をはじめとする先生方に御礼申し
上げます。

7月8日、9日に山口県で行われた日本肺癌学会中
国・四国支部学術集会に参加させていただきました。
私は呼吸器外科から演題をいただき「16歳男性に発
見された硬化性肺胞上皮腫の一切除例」という題で口
演発表を行いました。20歳未満の男性に硬化性肺胞
上皮腫が発症することが極めてまれであること、本症
例ではPET-CT検査にてFDG集積を認めたことを中
心に考察を加え症例報告させていただきました。
疾患に関する知識が乏しかったため何から手を付け
たらよいかもわからなかったのですが、指導医の原田
先生には何度も相談に乗っていただき、また富吉先生
や服部先生、安部先生をはじめ今回の学会と直接の
関係がない先生方にもお力添えをいただいて無事に仕
上げることができました。この場をお借りして深くお礼
申し上げます。
現地開催の学会発表は初めての経験で不安でいっ
ぱいでしたが、準備してきたことを信じて当日は落ち着

いて発表をすることができました。残念ながら賞をい
ただくことはできませんでしたが、論文の形で医学雑
誌に投稿させていただく予定です。
発表会場では協賛企業の医療機器展示スペースや
地元の特産品試食スペースなどがあり、現地ならでは
の楽しさを味わうことができました。また高校や大学
の同級生たちと久しぶりに再会し、有意義な時間を過
ごすことができました。
今回の学会発表では症例の発表という貴重な機会
をいただき、得るものが多くありました。同時に反省点
も多々あり、今後の症例発表や診療に活かしていきた
いと思います。

初期臨床研修医2年目　小林　昌央

初期臨床研修医2年目　手島　由梨乃
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